
令和８年７月３０日 

 

令和8年度 京都駅における臨時手荷物配送・預かり所運営業務　業務委託仕様書 

1.​ 業務の目的 

秋・春の観光シーズンに、京都駅で臨時手荷物配送・預かり所の設置・運営を行い、京都市内宿泊及

び大阪市内の宿泊施設への当日配送及び手荷物の一時預かりに対応するとともに、事前予約サービス

を導入のうえ、利用者の拡大を図り、手ぶら観光を推進することを目的とする。 

2.​ 業務委託期間 

契約締結日から令和９年３月３１日（水） 

3.​ 委託上限金額 

５，７８０，０００円（消費税及び地方消費税相当額を含む） 

4.​ 委託内容 

A.​ 京都駅ビル駅前広場（ホテルグランヴィア京都前）に什器、看板などを用いて、臨時手荷物配

送・預かり所を設置、運営すること 

●​ 荷物の最大収容数は５４０個以上とすること。 

●​ 臨時手荷物配送・預かり所の設置に当たって必要な什器、運営備品の手配をすること。 

●​ 什器は防火・耐火性の素材を使用すること。 

●​ 什器の設置～撤収は７時～２３時までに行うこと。 

●​ 臨時手荷物配送・預かり所の開設中は、常に現場監督責任者を1名以上配置すること。 

●​ 開設時間は９時～２０時の間で設定し、１１時～１９時の間は、手荷物預かりの受付ができる

ことを必須とする。 

●​ 受付窓口の対応言語は日本語、英語、中国語（簡体字・繁体字）を必須とする。 

●​ 日本語以外の言語対応は、各言語に対応できるスタッフを配置することが望ましいが、配置

できない場合は、翻訳機などコミュニケーションツールを用いて、英語、中国語に対応できる

体制を整えること。 

●​ 臨時手荷物配送・預かり所では、京都市内及び大阪市内の宿泊施設への当日配送及び手

荷物の一時預かりを行うこと。また、事前予約・事前決済機能を備えること。 

●​ 事前予約・事前決済機能は、京都市観光協会（以下、「観光協会」という。）が運営する京都

駅デジタルマップ（以下、「駅スマ」という）及び、京都観光デジタルマップ（以下、「京スマ」と

いう）の事前予約・事前決済機能を利用することも可能とする。 

●​ スーツケース等の大型手荷物を持った観光客を臨時手荷物配送・預かり所へ誘客する取組

を行うこと。なお、昨年度までは京都駅中央コンコース前に設置していた臨時交通案内所か

らの案内による集客が見込まれたが、今年度は臨時交通案内所が設置されないため、集客

の見込みが厳しくなると予測される。ついては、誘客の取組を重点的に行う提案をすること。 

例：自社のSNSを活用した情報発信、広告の掲出等 

●​ 利用実績（当日配送・一時預かりサービスの利用時間帯及び国・地域別対応人数、事前予

約数、内容等）を把握のうえ、報告すること。なお、利用実績（当日配送・一時預かり）につい

ては、翌々営業日までに速報値として報告すること。 

●​ 幅広い方々に御利用いただけるよう、臨時手荷物配送・預かり所の宣伝ツール（看板、ポス

ター、チラシ及びサイネージ用画像等）を作成すること。 

●​ 看板、のぼり、横断幕などを用いて大型手荷物を持った観光客を臨時手荷物配送・預かり

所に誘導すること。また、のぼり及び横断幕に関しては、観光協会が所有するものを使用す

ることも可能とする。 



●​ 宣伝ツールの中には、これまでの臨時手荷物預かり所の運営において、荷物の破損・紛失

事例は発生していないなど、利用者が安心してサービスを御利用いただけるような内容を含

むこと。 

●​ 秋・春それぞれのシーズン終了後に、課題や改善提案を踏まえた振り返りを行うこと。 

●​ 臨時手荷物配送・預かり所の開設中は、会場内に消火器を２台設置すること。 

●​ 電源を使用する際には事前に申し出ること。電源コードを地面に這わせる際には、歩行者

が躓いて転倒しないよう整備対策を行うこと。なお、防火上の理由により、ヒーターなどの暖

房器具は設置不可とする。 

【参考】令和７年度臨時手荷物配送・預かり所の利用実績 

 

一時預かり 当日配送 

利用個数 料金 利用個数 
料金 

京都 大阪 

秋の観光シーズン ６日間 

１１月２５日（日）～12月７日（日） 
２８６個／日 事前予約 

８００円 

 

当日受付 

１，０００円 

２６個／日 
事前予約 

１，４００

円 

 

当日受付 

１，５００

円 

事前予約 

２，４００

円 

 

当日受付 

２，５００

円 

春の観光シーズン ７日間 

３月２０日（金）～3月30日（月） 
２８９個／日 ３４個／日 

B.​ 実施予定日 

秋の観光シーズン（計５日間） 2026/１１/21（土）～23（月・祝）、28（土）、29（日） 

春の観光シーズン（計５日間） 202７/3/20（土）～22（月・祝）、27（土）、28（日） 

C.​ 開催場所 

 

 

 

 

 

 

 
　　　　　　　　　　​ ​ （臨時手荷物配送・預かり所） 
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D.​ 参考：昨年度の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

E.​ 注意事項 

●​ 京都駅ビル開発株式会社（京都駅前広場管理者）の「京都駅ビル広場等の利用に関する規

程」（別紙1）を遵守すること。 

●​ 設置に当たっては、必要に応じて京都駅ビル開発株式会社と調整を行うこと。 

●​ 京都駅前広場の利用に当たって必要な経費（会場管理費、管理立ち会い費、夜間警備費

等）１，８３１，８５２円（税込）については、本業務の費用に含み、株式会社JR西日本コミュニ

ケーションズへ支払うこと。ただし、費用を支払う際に生じる諸経費（銀行の振込手数料等）

は、受託者負担とする。 

●​ 本業務で発生した売上総額の25％を株式会社JR西日本コミュニケーションズへ支払うこと。

費用を支払う際に生じる諸経費（銀行の振込手数料等）は、受託者負担とする。 

●​ 電気を使用する場合は、各シーズンの開設初日から4週間前までに発注者へ申し出ること。

なお、利用する電力量に応じた電気使用量を株式会社JR西日本コミュニケーションズへ支

払うこと。ただし、費用を支払う際に生じる諸経費（銀行の振込手数料等）は、受託者負担と

する。 

●​ 観光協会が運営する駅スマ及び、京スマの事前予約・事前決済機能を利用する場合、シス

テム設定費用としてボールドライト株式会社へ35,750円（税込）を支払うこと。また、事前予

約・事前決済機能を利用する場合、京都市内及び大阪市内の宿泊施設への当日配送先の

リストを指定フォーマットに入力し、ボールドライト株式会社へ提出すること。詳細は受託決定

後に発注者より説明する。なお、費用を支払う際に生じる諸経費（銀行の振込手数料等）

は、受託者負担とする。 

●​ 事前予約情報の管理や伝票発行等、サービス運営にあたり必要となる各種機器類、消耗

品、その他一切の備品については、受託者自らの費用と責任において導入及び維持管理

を行うものとする。 

●​ 観光協会が手配する京都駅前中央コンコース付近に配置予定の誘導員スタッフと適宜連携

すること。 

●​ 当日、午前６時の時点で、京都市内に各種警報・特別警報が発表されている場合は、中止

とする。また、設置時間中に各種警報・特別警報が発表された場合のほか、京都駅ビル開



発株式会社から中止要請があった場合は、その時点で中止とする。その際の委託金額の変

更については、双方協議するものとする。 

●​ 必要に応じて、スタッフに対し研修等を実施すること。また、スタッフが必要とする物品につ

いても手配すること。 

●​ 本事業において発生する売上については、受注者が責任をもって管理し、適切に会計処理

を行うものとする。 

●​ 利用者との金銭に関わるトラブルが発生した場合は、受注者の責任において対応すること。 

●​ 売上が発生する場合であっても、本事業は営利目的ではないため、収益の一部は本事業

の運営経費に充当すること。 

5.​ 仕様の変更 

発注者は、仕様書の定めるところにかかわらず、本業務を迅速・適切に遂行するために必要であり、

かつ、適当と認めた時には、受注者と協議のうえ、仕様書の内容を変更することができる。 

6.​ 納品物 

臨時手荷物配送・預かり所の利用実績について、以下の内容をまとめた報告書を納品すること。 

●​ 日毎の一時預かり、配送利用者数（事前予約、当日利用別で集計すること） 

●​ 時間帯及び国・地域別の利用件数 

●​ 利用者とのトラブル事例、その他観光協会が指定した内容 

 

納品期限は、秋の観光シーズン（令和８年１１月２１日～２９日）実施分を令和８年１２月７日（月）まで、

春の観光シーズン（令和９年３月２０日～２８日）実施分を令和９年３月３１日（水）までとする。 

なお、各実施日の２営業日後までに、利用実績（当日配送・一時預かり）を速報値で報告すること。 

 

7.​ 支払手続 

●​ 委託金額の支払いは、原則として精算払いとする。 

●​ 受注者は、本業務の実施内容及び要した経費を報告し、経費が当初の見積金額を下回る場合

は、変更契約を締結し、契約金額の減額を行うこと。 

8.​ 著作権等 

●​ 本業務を通じて著作権その他知的財産権が生じた場合、その権利は全て発注者に帰属するも

のとする。ただし、事前に書面による発注者の同意を得た場合はこの限りでない。 

●​ 本業務に使用する映像、イラスト、写真、その他資料等について、第三者が権利を有するものを

使用する場合には、使用の際、発注者に通知するとともに、第三者との間で発生した著作権そ

の他知的財産権に関する手続きや使用権料等の負担と責任は、全て受注者が負う。 

9.​ 再委託 

●​ 業務の一部を第三者に委託する場合は、あらかじめ発注者の承認を得ること。 

●​ 再委託先は、本業務において受注者が負う義務と同等の義務を負うものとする。 

●​ 受注者は、再委託先の行為について再委託先と連携し、その責任を負うものとする。 

10.​留意事項 

●​ 原則として、当協会からの業務委託は会員企業を優先する。本事業に関わる非会員企業様の入

会にあたっては、通常必要となる２社からの推薦は免除する。 

●​ 受注者は、本業務の実施に当たり、本仕様書、発注者の各規程その他の諸法規を遵守するこ

と。また、個人情報を取り扱う場合は、その取扱に十分留意するとともに、「個人情報保護法」及

び「京都市個人情報保護条例」「京都市情報セキュリティ対策基準」等の関連法令を遵守し、個

人情報の保護に努めること。 



●​ 受注者は発注者と十分連絡を取り合い、本業務の遂行に必要な指示及び承認を得なければな

らない。 

●​ 受注者は、本業務によって知り得た秘密を他に漏らし、又は自己の利益のために利用してはな

らない。委託期間終了後も同様とする。 

●​ 本仕様書の定めにない事項及び本業務実施に当たり疑義が生じた場合は、発注者と協議のう

え、発注者の指示に従うこと。 

以上 


